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なんぶ議会だより　第 54号 ２なんぶ議会だより　第 54号３

歳入・歳出 69億6,8００万円

賛成多数で可決
な
ん
ぶ
暮
ら
し
予
算

一般会計 ９人
３人

賛成
反対

《当初予算の内訳》
平成30年度一般会計予算は懸案の小中学校の空調設備整備事業や東西町公園整備事業・水道統合事業に伴う
出資金などが完了したが、サテライト拠点施設整備事業(手間)や県西部地域企業立地促進事業やＪＯＣＡ連携
事業が増加したので、対前年度比1.1％増となった。

平成30年度
当初予算

３月定例議会報告

　平成30年度3月定例議会が、1日から20日までの会期で開催され、平成
30年度一般会計・特別会計予算、条例の制定、公の施設の指定管理、平成
29年度一般会計補正予算など　34議案と6件の議員発議案が審議され、1
件の議員発議案が否決され、他全ての案件について可決されました。
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平成30年度一般会計予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

ＪＯＣＡ連携事業 ＪＯＣＡ(青年海外協力協会)のネットワークを活用し、青年海外
協力隊経験者を誘致し、その経験やスキルを活用して法勝寺高校
跡地に交流拠点を整備するため、温泉掘削への支援を行う。

天萬地区にある空き家を改修し、地域の人たちが趣味やイベント
などに自由に利用でき、ゲストハウスの宿泊者等と交流を図る交
流喫茶スペースを整備する。

歳入

地方消費税交付金 　　　2.6%
地方譲与税                   0.9%     
地方特例交付金             0.0%
自動車取得税交付金       0.3%
ゴルフ場利用税交付金    0.1%
利子割交付金                0.0%
交通安全対策特別交付金 0.0%
配当割交付金                0.1%
株式譲渡所得割交付金    0.1%

町税
13.7%

27.8%

繰入金
9.6%

諸収入 1.0%

地方交付税 44.8%

県支出金
8.2%

国庫支出金
8.0%

町債
7.1%

分担金及び負担金
1.6%

財産収入　　　　　0.6%
使用料及び手数料　0.4%
繰越金                  0.3%
寄附金                  0.6%

自主
財源

72.2%
依存財源

歳出

民生費
29.7%

総務費
19.2%

公債費
11.6%

衛生費
14.3%

教育費
7.7%

土木費
6.3%

農林水産業費
8.5%

（目的別）

議会費　　　1.2%
消防費　　　0.7%
商工費　　　0.5%
予備費　　　0.3%  
災害復旧費　0.0%

農地耕作条件改善事業 農地中間管理機構による担い手への農地集積・集約化を加速し、
意欲ある農業者が農業を継続する環境を整え、農業競争力の強化
を図る事業。農地中間管理事業の重点実施区域に指定されること
が見込まれる区域が対象とする。

3,965万1千円
コミニュティバス運行事業 平成30年10月からの東長田・上長田線廃止に伴うデマンド型交

通を導入する。（車輛　２台購入）

1,170万円

1,455万円

1,780万円

県西部地域企業立地
促進事業

県西部圏域に進出した企業に対し、町内在住者の雇用に対し1人
あたり30万円を補助する。

ため池減災防災対策推進事業 ため池の堆積した土砂や老朽化した取水施設、余水吐の改修、堤体
の補強を行って、ため池の破堤被害から下流域の人家や農地等への
被害を防止する。国事業の採択基準に満たない小規模なため池。

3億2,509万9千円

442万8千円

塵芥処理費事業 平成29年度のクリーンセンター設備改良工事に伴い南部町・伯耆
町清掃施設管理組合へ工事負担金を納入する。

4億5,590万8千円病院事業費 病院経営の安定を図り、地域住民がいつでも身近に安心して医療
をうけることができるよう、必要な経費を補助する。

677万8千円
子どもの広場整備事業 身近に子どもの遊び場が少ないという子育て世代のニーズに対応

するため、29年度にまとめた「子ども広場整備構想」に基づき、
今年度は場所の選定・用地取得・測量設計委託を行う。

緑水園水道
接続事業

町水道である入蔵水源を利用し、集落の末端部から既存の緑水園水
源付近で本管を接続することで安全な水道水を緑水園まで送る。

205万9千円 指定管理を行っている「緑水湖ふれあい市運営委員会」の屋根が
雨漏りするため。雨漏り防止のため屋根修繕を行う。

森林台帳システム整備事業 森林法の一部改正(市町村による台帳整備、公開が平成31年4月から必
須となる)により、市町村が実施する森林台帳を整備し、県の整備する
森林クラウドに加入することで、台帳と地図情報の一元化をはかる。

344万円

515万4千円

農林業基盤整備補助金交付事業 農林地を守り、農林業生産の継続を図るために、農林業生産基盤
(農林道･用排水･灌がい施設･ため池等)の防災措置を支援する。
工事主体は地元が行い、町が100万円を上限として補助する。

主 な 事 業

新規新規

3,777万8千円

9,900万円

サテライト拠点施設
整備事業(手間地区)

新規新規
新規新規

新規新規

緑水湖ふれあい市
管理事業

新規新規

新規新規
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平成30年度一般会計予算採決結果
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３月定例議会報告
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平成30年度太陽光発電事業特別会計予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

公の施設の指定管理者の指定について
特産センター野の花…公益社団法人　青年海外協力協会
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Ａ

の
地
域
資
源
を
活

用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

に
期
待
す
る
の
で

賛
成
す
る
。

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

公の施設の指定管理について(特産センター野の花)

指定管理名／議員名（議席番号順）

公の施設の指定管理者の指定について
めぐみの里…公益社団法人　青年海外協力協会

反
対

農
産
加
工
品
の
中
心

と
な
る
施
設
で
あ

り
、
町
が
責
任
を

持
っ
て
直
営
す
る
べ

き
。
こ
れ
ま
で
町
は

手
を
打
っ
て
い
な

い
。
町
民
ニ
ー
ズ
は

町
で
な
け
れ
ば
つ
か

め
な
い
も
の
で
あ

り
、
軌
道
に
乗
る
ま

で
は
町
が
責
任
を
持

つ
べ
き
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ

は
評
価
す
る
も
の
だ

が
、
何
で
も
他
人
頼

み
で
は
地
域
活
性
化

は
で
き
な
い
。
町
の

姿
勢
が
一
番
の
問
題

点
で
あ
り
反
対
す

る
。

賛
成

今
後
の
農
業
の
６

次
産
業
化
は
、
こ

の
施
設
を
拠
点
と

し
て
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

さ
れ
、
町
民
に
良

か
っ
た
と
思
わ
れ

る
施
策
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
賛

成
す
る
。

討 
論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

公の施設の指定管理について(めぐみの里)

指定管理名／議員名（議席番号順）

なんぶ議会だより　第 54号５

●平成30年度
　南部町住宅資金貸付事業
●平成30年度
　南部町墓苑事業　　　　　　　　
●平成30年度
　南部町水道事業

…………………歳入歳出143万円

…………………歳入歳出290万円

………収益的収入１億9,273万円
資本的収入　　2,583万円
収益的費用２億4,391万円
資本的支出１億2,093万円 全員一致で可決成立

●平成30年度
　南部町病院事業

●平成30年度
　南部町在宅生活支援事業

……………収益的収入24億4,940万円
資本的収入　　 6,529万円
収益的費用24億4,940万円
資本的支出  2億4,611万円

…………………収益的収入4,406万円
収益的費用4,406万円

３月定例議会報告

なんぶ議会だより　第 54号

平成30年度南部町国民健康保険…歳入歳出13億4,700万円

平成30年度
南部町後期
高齢者医療…
歳入歳出
1億3,913万円

特別会計予算

反
対

国
保
を
広
域
化
し
た
と
こ

ろ
で
根
本
的
な
解
決
と
は

な
ら
ず
財
政
は
良
く
な
ら

な
い
。
県
が
一
緒
に
や
っ

て
行
く
な
ら
ば
も
っ
と
県

が
市
町
村
に
対
し
て
補
助

金
を
出
す
べ
き
。
介
護
医

療
福
祉
は
、
住
民
に
と
っ

て
身
近
な
自
治
体
が
お
金

の
こ
と
も
含
め
て
や
る
べ

き
。
広
域
化
は
ゆ
く
ゆ
く

負
担
増
と
な
っ
て
く
る
た

め
。
町
が
主
体
的
に
医
療

を
守
っ
て
い
く
べ
き
で
反

対
で
あ
る
。
　

賛
成

財
政
が
良
く
な
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
が
激
変
緩

和
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
。
ま
た
、
国
の
制
度

で
拡
充
さ
れ
る
。
県
一

本
化
に
よ
っ
て
一
番
良

い
の
は
、
南
部
町
で
ガ

ン
な
ど
大
き
な
病
気
が

出
て
も
影
響
が
な
い
よ

う
な
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
賛
成

す
る
。
　
　
　
　
　
　

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

平成30年度国民健康保険特別会計予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

平成30年度南部町農業集落排水事業……歳入歳出2億4,419万円　　　
平成30年度南部町浄化槽整備事業……………歳入歳出6,320万円
平成30年度公共下水道事業…………………歳入歳出2億704万円

反
対

加
入
金
が
30
万
円
、
分

割
の
場
合
は
割
増
と
な

る
。
日
々
使
う
も
の
で

あ
る
た
め
、
負
担
軽
減

を
図
る
べ
き
で
反
対
で

あ
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
、

浄
化
槽
整
備
事
業
、
公

共
下
水
道
事
業
と
も
同

じ
理
由
に
よ
り
反
対
で

あ
る
。
　

賛
成

①
加
入
率
が
上
が
っ
て

　
き
て
い
る
。
使
用
料

　
も
今
の
段
階
で
は
値

　
上
げ
に
も
な
っ
て
い

　
な
い
し
、
是
非
進
め

　
て
い
く
べ
き
事
業
で

　
あ
る
た
め
賛
成
す
る
。

②
設
置
を
希
望
さ
れ
る

　
方
が
頭
打
ち
に
な
っ

　
て
行
く
現
状
の
中
で
、

　
前
向
き
な
計
画
を
立

　
て
努
力
さ
れ
て
い
る

　
事
業
で
あ
り
、
賛
成

　
す
る
。

③
加
入
率
を
上
げ
て
い

　
く
た
め
に
は
農
集
、

　
公
共
、
浄
化
槽
こ
の

　
３
つ
の
事
業
を
進
め

　
て
い
く
べ
き
で
賛
成

　
す
る
。

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

××

○○○○欠○○○○○

×

××

○○○○欠○○○○○

×

平成30年度農業集落排水事業特別会計予算採決結果
平成30年度浄化槽整備事業特別会計予算採決結果
平成30年度公共下水道事業特別会計予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

反
対

町
民
の
声
が
反
映
で

き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
保
険
料
の

軽
減
特
例
が
廃
止
に

な
っ
た
た
め
当
然
負

担
増
と
な
る
。
軽
減

を
第
一
に
考
え
る
べ

き
で
反
対
で
あ
る
。

賛
成

実
質
的
な
事
務
は
町

が
行
っ
て
い
る
し
、

そ
れ
に
対
し
て
の
保

健
事
業
も
や
っ
て
い

る
た
め
、
町
民
の
声

は
反
映
で
き
て
い

る
。
ま
た
軽
減
特
例

の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
準
則
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
た
め
理

解
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
賛
成
す
る
。

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

平成30年度後期高齢者医療特別会計予算採決結果

会計名／議員名（議席番号順）

４



なんぶ議会だより　第 54号７

３月定例議会報告・議員発議

29年度 補正予算の結果 全員一致で可決成立

収益的収入 5,635万5千円増額し､24億9,998万6千円　収益的費用 4,686万8千円増額し､24億9,049万9千円
資本的収入 5,131万4千円増額し､ 1億6,969万5千円　 資本的支出 2億4,611万円

平成29年度 病院事業特別会計

《追加議案》

南部町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正する条例 ●提出者　南部町議会議員　井田　章雄
生活保護費の引き下げ中止を求める意見書●提出者　南部町議会議員　細田　元教

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正する条例
○○○○○

×

欠○○○○○○生活保護費の引き下げ中止を求める意見書

議員発議／議員名（議席番号順）

賛成多数に
より可決
　　

憲法を国政に生かすよう求める意見書 ●提出者　南部町議会議員　亀尾　共三
賛成少数に
より否決
　　

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○

××××

欠

×××××

○憲法を国政に生かすよう求める意見書
○○

××××

欠

×××××

○｢働き方改革｣一括法案の提出をやめるよう求める意見書

議員発議名／議員名（議席番号順）

｢働き方改革｣一括法案の提出をやめるよう求める意見書
●提出者　南部町議会議員　加藤　　学

可否同数のため議長
裁決により否決

森友学園問題に関する公文書改ざんの真相究明を求める
意見書 ●提出者　南部町議会議員　真壁　容子

地方行政調査特別委員会の設置について ●提出者　南部町議会議員　板井　　隆

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤

○○

××××

欠

××

○○○○森友学園問題に関する公文書改ざんの真相究明を求める意見書

議員発議名／議員名（議席番号順）

全員一致で
可決された

●一般会計補正予算……………歳入歳出2,248万7千円減額　歳入歳出総額79億1,589万5千円

●国民健康保険事業特別会計…歳入歳出7,477万7千円減額　歳入歳出総額14億7,184万4千円
●後期高齢者医療特別会計……歳入歳出　445万9千円増額　歳入歳出総額  1億3,484万9千円
●農業集落排水事業特別会計…歳入歳出　908万6千円減額　歳入歳出総額  2億6,116万8千円
●浄化槽整備事業特別会計……歳入歳出　268万2千円増額　歳入歳出総額　    6,565万2千円
●公共下水道事業特別会計……歳入歳出　　　 25万円減額　歳入歳出総額  　  1億8,657万円

●一般会計補正予算……………歳入歳出1億9,600万円減額　歳入歳出総額77億1,989万5千円

３月定例議会報告

なんぶ議会だより　第 54号

南部町特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部改正 反

対
町
民
の
暮
ら
し
が
大
変

な
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
特
別
職
の
期
末
手

当
の
引
き
上
げ
に
は
反

対
で
あ
る
。

賛
成

人
事
院
、｢

勧
告
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
は
従
う
も
の

と
し
て
賛
成
す
る
。

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

給与及び旅費に関する条例の一部改正する条例

条例名／議員名（議席番号順）

６

改正内容
 対象者　町長・副町長・教育長
期末手当
 ６月支給 2.5%アップ　12月支給 2.5%アップ

南部町国民健康保険条例の
一部改正 反

対
条
例
改
正
の
背
景
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
平

成
30
年
度
か
ら
の
国
保

一
本
化
で
あ
る
た
め
反

対
で
あ
る
。

賛
成

反
対
意
見
は
、
国
保
一

本
化
に
反
対
と
い
う
意

見
だ
が
、
分
母
を
大
き

く
し
て
、
い
ろ
ん
な
病

気
に
対
応
で
き
る
体
制

に
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
た
め
、
国
保
一
本

化
に
賛
成
の
立
場
で
あ

り
、
条
例
改
正
に
も
賛

成
す
る
。

討 

論

真
壁

亀
尾

井
田

細
田

景
山

板
井

仲
田

三
鴨

白
川

長
束

滝
山

荊
尾

加
藤 ××

○○○○欠○○○○○

×

南部町国民健康保険条例の一部改正について

会計名／議員名（議席番号順）

改正内容
 国民健康保険が県に一本化
 されるため条例を一部改正
 するもの。

全員一致で可決成立
南部町被災者住宅
再建支援条例の
一部改正

改正内容
鳥取県被災者住宅再建
支援条例が一部改正さ
れ、支援の対象が拡充
されたことにより条例
を一部改正する。

南部町賀野地域
拠点交流条例の

制定
制定内容
30年4月1日に開所予
定の賀野地域交流拠点
施設（生涯活躍のまち
賀野サテライト拠点施
設）設置条例。

南部町太陽光発電
基金条例の
一部改正

改正内容
基金の設置目的及び処
分について「まちづく
り」に必要な事業を新
たに追加するため条例
を一部改正する。

南部町後期高齢者
医療に関する条例
の一部改正

改正内容
30年4月1日に施行され
る高齢者の医療の確保
に関する法律の規定新
設により条例の議決。

南部町特別医療費
助成条例の
一部改正

改正内容
障がい者の日常生活及び
社会生活を総合的に支援
するための法律の一部改
正に伴い改正する。

南部町体育施設
条例の一部改正

改正内容
30年4月1日に開設予
定の南部町東西町ス
ポーツ広場に関する条
例の議決。

南部町上水道給水
条例の一部改正

改正内容
水道加入金の改正をす
るため条例を一部改正
する。

鳥取県行政不服審査会
共同設置規約の変更に
関する協議について

協議内容
鳥取県行政不服審査会
から、八頭環境施設組
合が脱退するため規約
の変更を行う。



なんぶ議会だより　第 54号９ なんぶ議会だより　第 54号 ８

新
学
習
指
導
要
領

白
川
立
真 

議
員

Ｑ

｢

ま
ち
未
来
科｣

の
推
進
に
家
庭
と
の
コ
ラ
ボ
を

Ａ
学
校
現
場
の
視
点
を
柱
に
取
り
組
み
た
い

教
育
長

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
は
、

背
景
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
か
伺
う
。

　
２
年
前
か
ら
先
行
実
施
し
て
い
る

「
ま
ち
未
来
科
」
は
、
こ
の
町
や
社

会
と
い
う
も
の
を
広
く
学
ぶ
コ
ン
セ

プ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
家
庭
の
方
々

と
仕
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら

社
会
を
深
く
学
ぶ
よ
う
な
事
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
ま
た
、
教
育
全
般
に
お
い
て
道
徳

教
育
が
一
層
充
実
さ
れ
る
。
そ
の
柱

と
し
て
道
徳
が
教
科
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
道
徳
教

育
は
、
子
供
た
ち
に
何
を
求
め
て
い

る
の
か
伺
う
。

改
訂
の
背
景
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
な
ど
の
社
会

的
変
化
が
人
間
の
予
測
を
超
え
て
著

し
く
変
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。
人
工

知
能
な
ど
予
測
が
極
め
て
難
し
い
近

未
来
社
会
を
見
通
し
た
と
き
、
新
た

な
視
点
で
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
２
年
間
「
ま
ち
未
来
科
」
を
推
進

し
て
き
た
。
将
来
設
計
力
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
は
中
学
校
が
中
心
に
な
る

が
、
小
学
校
段
階
で
家
の
人
に
仕
事

に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
な

が
ら
社
会
の
学
び
を
深
め
て
い
く
こ

と
は
、
中
学
校
に
つ
な
が
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
、
家
庭
に
開
か
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

　
一
方
で
、
多
様
な
価
値
観
を
も
つ

ご
家
庭
も
増
え
て
い
る
。
学
校
現
場

か
ら
の
目
線
も
大
事
に
し
な
が
ら
教

育
行
政
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
道
徳
に
つ
い
て
は
、
「
い
じ
め
問

題
」
が
そ
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ス
の
仲
間
と
の
議
論
を
通
し

て
、
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
理
解
し

合
い
な
が
ら
、
自
分
の
事
と
し
て
考

え
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
事
が
で
き

る
授
業
を
目
指
し
た
い
。

白
川

教
育
長

一般質問

青
年
海
外
協
力
協
会
が
地
域

交
流
拠
点
を
建
設
す
る
「
生

涯
活
躍
の
ま
ち
連
携
事
業
」
に
つ
い

て
伺
う
。Ｊ

Ｏ
Ｃ
Ａ
と
は
、
発
展
途
上

国
の
人
々
の
た
め
に
自
分
の

持
つ
技
術
や
経
験
を
生
か
し
、
２
年

以
上
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き
た
青

年
海
外
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
組

織
さ
れ
て
い
る
。

　
法
勝
寺
高
校
跡
地
に
障
が
い
福

祉
・
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
子
育

て
支
援
な
ど
、
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
と

よ
ぶ
、
地
域
交
流
拠
点
を
協
会
が
建

設
の
計
画
を
し
て
い
る
。

　
今
年
度
計
画
の
「
野
の
花
」
「
め

ぐ
み
の
里
」
の
指
定
管
理
に
よ
る
、

梨
・
柿
な
ど
の
果
樹
業
の
振
興
事
業

と
法
勝
寺
高
校
跡
地
の
拠
点
整
備
事

業
と
し
て
施
設
の
設
計
、
温
泉
の
掘

削
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　
町
と
し
て
は
、
条
件
整
備
な
ど
の

取
組
み
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た

め
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
連
携
事
業
と
し
て

９
，
９
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

　
こ
れ
は
南
部
町
が
進
め
る
「
生
涯

活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
一

歩
前
に
進
め
、
町
民
皆
さ
ん
の
笑
顔

が
ふ
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
後
押
し
を

し
た
い
と
考
え
る
。

青
年
海
外
協
力
協
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
板
井
　
隆 

議
員

Ｑ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
連
携
事
業
に
つ
い
て

Ａ
生
涯
活
躍
の
町
づ
く
り
を
一
歩
前
に
す
す
め
た
い

町
長

板
井

町
長

新
年
度
の
４
園
の
児
童
の
入

園
状
況
は
ど
う
か
。
こ
れ
ま

で
と
の
変
動
は
あ
る
の
か
。
特
に
０

歳
児
、
１
歳
児
、
２
歳
児
の
入
園
状

況
は
ど
う
か
。
待
機
児
童
の
発
生
は

あ
る
の
か
問
う
。

　
保
育
士
不
足
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
配
置
状
況
は
ど
う
か
。

　
現
在
、
直
営
が
２
園
で
指
定
管
理

が
２
園
だ
が
、
こ
の
状
況
の
課
題
と

今
後
の
４
園
の
運
営
に
つ
い
て
問

う
。

新
年
度
は
、
す
み
れ
こ
ど
も

園
が
１
１
４
名
、
ひ
ま
わ
り

保
育
園
53
名
、
つ
く
し
保
育
園
94

名
、
さ
く
ら
保
育
園
が
65
名
で
、
合

計
３
２
６
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

低
年
齢
児
は
、
４
園
全
体
で
０
歳
児

９
名
、
１
歳
児
が
43
名
、
２
歳
児
が

56
名
で
、
合
計
１
０
８
名
と
な
っ
て

お
り
、
各
年
齢
児
の
待
機
児
童
が
０

歳
で
４
名
、
１
歳
児
で
４
名
で
あ

る
。

　
保
育
士
の
配
置
状
況
は
、
直
営
の

２
園
で
正
職
員
19
名
、
非
常
勤
職
員

８
名
、
指
定
管
理
の
２
園
で
正
職
員

22
名
で
あ
る
。
加
配
保
育
士
は
４
園

で
３
名
で
あ
る
。
保
育
士
は
国
の
配

置
基
準
に
沿
っ
て
配
置
し
て
い
る

が
、
保
育
士
不
足
に
よ
り
０
歳
児
及

び
１
歳
児
で
基
準
を
満
た
す
保
育
士

の
配
置
が
出
来
ず
、
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
。

　
す
み
れ
こ
ど
も
園
以
外
の
３
園

は
、
老
朽
化
が
進
む
中
、
適
宜
修
繕

を
行
い
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い

る
。
近
い
将
来
、
建
て
替
え
が
必
要

と
な
る
の
で
、
そ
の
時
期
の
検
討
と

規
模
の
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
園
の
建
て
替
え
や
統
合
の
問
題

に
つ
い
て
、
ま
た
、
現
在
２
園
を
直

営
、
あ
と
２
園
を
指
定
管
理
で
運
営

し
て
い
る
が
、
今
後
、
園
児
数
の
減

少
は
残
念
だ
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
通
じ
て
、

保
育
の
質
的
確
保
、
量
的
確
保
を
ど

う
進
め
る
か
、
慎
重
に
検
討
し
た
う

え
で
、
今
後
の
方
向
性
を
出
し
て
い

き
た
い
。

保
育
行
政

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
保
育
園
の
運
営
と
今
後
は

Ａ
保
育
の
質
的
確
保
と
量
的
確
保
で
検
討

町
長

荊
尾

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

新学習指導要領
保育行政
ＪＯＣＡ(青年海外協力協会)との連携事業
複合施設整備基本計画
子育て支援施策
通学路の交通安全
水道料金
南部町に於ける農業
生活保護対策
生活困窮者自立支援施策
政策立案・決定過程の可視化
林業政策
健康長寿のまちづくり事業
森林経営計画の推進
町有林の整備と有効活用
自動車免許証自主返納者に対する支援
いきいき百歳体操
あいのわ銀行
残土処分場
移住定住施策
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１
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１
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１
２
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30
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30

30

30

30

25
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30

議 員 名 発言時間
白川 立真
荊尾 芳之
板井 　隆

亀尾 共三

加藤 　学

真壁 容子

景山 　浩

仲田 司朗

滝山 克己

細田 元教

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。
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長

学
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改
訂
は
、
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に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
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の
か
伺
う
。

　
２
年
前
か
ら
先
行
実
施
し
て
い
る

「
ま
ち
未
来
科
」
は
、
こ
の
町
や
社

会
と
い
う
も
の
を
広
く
学
ぶ
コ
ン
セ

プ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
家
庭
の
方
々

と
仕
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら

社
会
を
深
く
学
ぶ
よ
う
な
事
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
ま
た
、
教
育
全
般
に
お
い
て
道
徳

教
育
が
一
層
充
実
さ
れ
る
。
そ
の
柱

と
し
て
道
徳
が
教
科
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
道
徳
教

育
は
、
子
供
た
ち
に
何
を
求
め
て
い

る
の
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。
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の
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や
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の
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会

的
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が
人
間
の
予
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を
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し
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た
こ
と
に
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。
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工
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な
ど
予
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が
極
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て
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し
い
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来
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を
見
通
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た
と
き
、
新
た

な
視
点
で
の
「
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る
力
」
の
育
成

が
求
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て
い
る
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間
「
ま
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未
来
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を
推
進
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。
将
来
設
計
力
、
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ャ
リ

ア
教
育
は
中
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が
中
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に
な
る

が
、
小
学
校
段
階
で
家
の
人
に
仕
事

に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
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を
し
な

が
ら
社
会
の
学
び
を
深
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て
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く
こ

と
は
、
中
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に
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が
る
キ
ャ
リ

ア
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、
家
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に
開
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た
カ
リ

キ
ュ
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ム
に
な
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て
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く
と
思
う
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一
方
で
、
多
様
な
価
値
観
を
も
つ

ご
家
庭
も
増
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る
。
学
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現
場
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の
目
線
も
大
事
に
し
な
が
ら
教
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行
政
と
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て
取
り
組
ん
で
い
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た
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は
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問
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が
そ
の
発
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と
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る
。

ク
ラ
ス
の
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間
と
の
議
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を
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な
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え
方
に
触
れ
理
解
し

合
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な
が
ら
、
自
分
の
事
と
し
て
考

え
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
事
が
で
き

る
授
業
を
目
指
し
た
い
。
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以
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に
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跡
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が
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福
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・
高
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者
福
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サ
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や
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て
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な
ど
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ご
ち
ゃ
ま
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」
と

よ
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、
地
域
交
流
拠
点
を
協
会
が
建

設
の
計
画
を
し
て
い
る
。

　
今
年
度
計
画
の
「
野
の
花
」
「
め

ぐ
み
の
里
」
の
指
定
管
理
に
よ
る
、
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・
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な
ど
の
果
樹
業
の
振
興
事
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と
法
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寺
高
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跡
地
の
拠
点
整
備
事
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と
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て
施
設
の
設
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、
温
泉
の
掘

削
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が
行
わ
れ
る
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と
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は
、
条
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な
ど
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に
対
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を
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う
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、
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円
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を
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に
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ん
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づ
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に
後
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を
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い
と
考
え
る
。
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長

新
年
度
の
４
園
の
児
童
の
入

園
状
況
は
ど
う
か
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こ
れ
ま

で
と
の
変
動
は
あ
る
の
か
。
特
に
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歳
児
、
１
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児
、
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児
の
入
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状
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は
ど
う
か
。
待
機
児
童
の
発
生
は

あ
る
の
か
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う
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保
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不
足
と
言
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れ
て
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る

が
、
配
置
状
況
は
ど
う
か
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現
在
、
直
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が
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園
で
指
定
管
理

が
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だ
が
、
こ
の
状
況
の
課
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と

今
後
の
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園
の
運
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に
つ
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て
問

う
。

新
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度
は
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す
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れ
こ
ど
も
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が
１
１
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、
ひ
ま
わ
り

保
育
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53
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、
つ
く
し
保
育
園
94
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、
さ
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ら
保
育
園
が
65
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で
、
合
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で
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そ
の
う
ち
、

低
年
齢
児
は
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が
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が
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で
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と
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て

お
り
、
各
年
齢
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の
待
機
児
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が
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で
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名
、
１
歳
児
で
４
名
で
あ

る
。

　
保
育
士
の
配
置
状
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は
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直
営
の
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で
正
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員
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、
非
常
勤
職
員
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、
指
定
管
理
の
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で
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で
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。
加
配
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は
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で
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で
あ
る
。
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は
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の
配

置
基
準
に
沿
っ
て
配
置
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て
い
る

が
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不
足
に
よ
り
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及

び
１
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児
で
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を
満
た
す
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の
配
置
が
出
来
ず
、
待
機
児
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が
発
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る
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す
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れ
こ
ど
も
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以
外
の
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は
、
老
朽
化
が
進
む
中
、
適
宜
修
繕

を
行
い
な
が
ら
運
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を
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て
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る
。
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い
将
来
、
建
て
替
え
が
必
要

と
な
る
の
で
、
そ
の
時
期
の
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討
と

規
模
の
検
討
が
必
要
に
な
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て
く

る
。
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の
建
て
替
え
や
統
合
の
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題

に
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て
、
ま
た
、
現
在
２
園
を
直
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、
あ
と
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園
を
指
定
管
理
で
運
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し
て
い
る
が
、
今
後
、
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児
数
の
減

少
は
残
念
だ
が
進
む
と
思
わ
れ
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
通
じ
て
、

保
育
の
質
的
確
保
、
量
的
確
保
を
ど

う
進
め
る
か
、
慎
重
に
検
討
し
た
う

え
で
、
今
後
の
方
向
性
を
出
し
て
い

き
た
い
。

保
育
行
政

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
保
育
園
の
運
営
と
今
後
は

Ａ
保
育
の
質
的
確
保
と
量
的
確
保
で
検
討

町
長

荊
尾

町
長

一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

新学習指導要領
保育行政
ＪＯＣＡ(青年海外協力協会)との連携事業
複合施設整備基本計画
子育て支援施策
通学路の交通安全
水道料金
南部町に於ける農業
生活保護対策
生活困窮者自立支援施策
政策立案・決定過程の可視化
林業政策
健康長寿のまちづくり事業
森林経営計画の推進
町有林の整備と有効活用
自動車免許証自主返納者に対する支援
いきいき百歳体操
あいのわ銀行
残土処分場
移住定住施策

質　問　事　項
１
２
３

４

５

６

７

８

９

10

１
１
１
１
２
１
２
３
１
２
１
１
２
１
２
３
１
２
３
４

20
30
20

30

30

30

30

25

25

30

議 員 名 発言時間
白川 立真
荊尾 芳之
板井 　隆

亀尾 共三

加藤 　学

真壁 容子

景山 　浩

仲田 司朗

滝山 克己

細田 元教

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。
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一般質問

議
会
改
革
と
い
う
言
葉
が
表

す
意
味
は
、
議
会
の
仕
組
み

や
活
動
を
住
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
解
決
の

た
め
の
政
策
立
案
過
程
に
、
よ
り
住

民
の
皆
様
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

な
議
会
と
し
て
の
取
り
組
み
と
あ
る
。

　
議
員
は
一
般
質
問
や
委
員
会
審
査

を
通
じ
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

た
り
、
本
会
議
に
お
い
て
執
行
部
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
議
案
の
可
否
の
審

査
を
行
な
っ
て
い
る
。
　

　
し
か
し
今
日
、
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ

に
則
し
た
町
政
と
す
る
た
め
の
機
能

と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ

と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
議
会
が
よ
り
こ
の
立
案
過
程
に
関

与
し
て
い
く
た
め
に
は
政
策
立
案
や

予
算
編
成
時
期
の
前
倒
し
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町
の
課
題
設
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
は
国
や
県
が
進
め
る
法
律

や
条
例
に
よ
る
大
き
な
政
策
の
流
れ

に
沿
う
も
の
と
、
南
部
町
独
自
の
政

策
課
題
の
設
定
が
あ
る
。
そ
の
独
自

の
政
策
に
も
、
町
長
の
政
策
公
約
に

基
づ
く
も
の
と
、
議
会
や
振
興
協
議

会
か
ら
の
要
望
実
現
の
た
め
に
各
課

が
提
案
し
て
い
く
も
の
、
更
に
は
、

議
員
の
議
案
提
案
権
を
行
使
す
る
と

い
う
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。

　
政
策
決
定
ま
で
の
過
程
の
中
で
は
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
住
民
意
見
を

直
接
伺
う
手
法
も
取
り
入
れ
て
お
り
、

ま
た
地
域
振
興
協
議
会
と
の
意
見
交
換

を
よ
り
進
め
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
地

域
円
卓
会
議
も
は
じ
め
て
い
る
。

　
政
策
立
案
に
は
町
民
の
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
政
策
立
案
過
程
の
可
視
化

に
つ
い
て
は
、
政
策
立
案
や
予
算
編
成

時
期
の
前
倒
し
で
早
い
時
期
か
ら
の
町

民
ニ
ー
ズ
の
聴
取
や
議
会
と
の
調
整
も

必
要
か
も
し
れ
な
い
。
議
会
と
執
行
部

は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
政
策
立
案
可
能
な

主
体
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
住
民
の
声
に
基

づ
き
結
果
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

政
策
立
案
・
決
定
過
程
の
可
視
化
景
山
　浩 

議
員

Ｑ
政
策
立
案
や
予
算
編
成
時
期
の
前
倒
し
を

Ａ
議
会
と
執
行
部
は
別
個
の
政
策
立
案
主
体

町
長

景
山

町
長 通

学
路
の
交
通
安
全

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
二
つ
の
場
所
に
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
つ
け
る
必
要
は
な
い
か

Ａ
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

町
長

円
山
団
地
下
の
交
差
点
と
福

里
団
地
入
口
に
押
し
ボ
タ
ン

式
信
号
機
が
必
要
で
は
な
い
か
。

又
、
９
月
議
会
で
押
し
ボ
タ
ン
式
信

号
機
設
置
の
要
望
書
を
提
出
し
た
か

質
問
し
た
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
。

子
供
達
や
高
齢
者
が
道
路
を

安
全
に
横
断
す
る
た
め
に
は

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
含
め
横
断

歩
道
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
９
月
議
会
で
答
弁
し
た
が
、
信
号

機
の
設
置
は
た
や
す
く
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
警
察
関
係
者
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
信
号
機
の
設
置
は
限
ら
れ

た
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
る

そ
う
だ
。
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
交

通
事
故
の
発
生
が
多
い
こ
と
、
交
通

量
の
多
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
優
先
順

位
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
設
置
を
要

望
し
て
も
す
ぐ
に
設
置
に
至
ら
な
い

も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
が
正

直
な
気
持
ち
で
あ
る
。

　
９
月
議
会
以
降
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
通
学
路
に
限
ら
ず
、
交
通

安
全
対
策
に
係
る
要
望
に
つ
い
て
は

集
落
か
ら
行
政
要
望
と
い
う
形
で
地

域
振
興
協
議
会
を
通
じ
て
上
げ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
要
望
を
企
画
政
策
課

か
ら
公
安
委
員
会
へ
上
げ
て
い
る
。

一
方
、
教
育
委
員
会
で
は
通
学
路
に

係
る
案
件
と
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

出
さ
れ
た
通
学
路
の
安
全
対
策
が
必

要
な
個
所
を
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
対
象
箇
所
と
し
て
、
合
同

点
検
を
通
じ
、
県
や
警
察
に
早
期
の

対
策
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
年
度

も
ご
指
摘
の
信
号
機
設
置
を
含
め
25

カ
所
の
現
地
確
認
、
合
同
点
検
を
実

施
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
協
議
が
な

さ
れ
、
対
応
方
針
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
今
年
度
対
応
と
し
て
は

当
該
箇
所
で
の
信
号
機
の
設
置
は
困

難
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
と

伺
っ
て
い
る
。

加
藤

町
長

町
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

施
策
を
問
う
。
平
成
27
年
度

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度

は
、
「
こ
れ
ま
で
十
分
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段

階
の
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
経
済
的

課
題
に
関
す
る
包
括
的
な
相
談
支
援

や
就
労
に
関
す
る
支
援
な
ど
を
行
う

こ
と
に
よ
り
生
活
困
窮
者
の
自
立
の

促
進
を
図
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。

　
町
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口

に
行
っ
て
い
る
が
生
活
困
窮
者
対
策

は
町
行
政
の
根
幹
を
な
す
も
の
だ
。

現
状
の
把
握
と
、
町
行
政
が
責
任
あ

る
支
援
体
制
を
と
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
問
う
。

町
で
は
制
度
開
始
か
ら
社
協

に
事
業
を
委
託
し
て
お
り
、

自
立
支
援
事
業
、
家
計
相
談
支
援
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
実
績
は
３

年
で
87
件
、
生
活
保
護
６
件
、
就
労

支
援
36
件
、
家
計
相
談
10
件
、
障
が

い
者
年
金
・
手
帳
取
得
18
件
、
食
糧

支
援
援
８
件
、
継
続
支
援
が
36
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
は
地

域
か
ら
の
孤
立
、
家
族
や
健
康
上
の

こ
と
な
ど
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
課
題

と
し
て
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
新
年
度
か
ら
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
内
に
福
祉
に
関
す
る
総
合
窓
口

の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。
子
育

て
、
介
護
、
ひ
き
こ
も
り
等
、
こ
れ

ま
で
各
担
当
課
で
相
談
を
受
け
連
携

し
て
い
た
が
、
複
合
化
す
る
問
題
や

悩
み
を
抱
え
る
相
談
が
増
え
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
一
つ
の
窓
口
で
総

合
的
に
話
を
伺
い
、
各
課
と
社
協
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
相
談
窓
口
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
西
伯
病
院
や
他
の
専
門
機

関
と
も
連
携
し
、
相
談
者
の
抱
え
る

課
題
を
明
確
に
し
な
が
ら
解
決
の
方

向
を
見
定
め
支
援
し
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
問
題

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み
を
問
う

Ａ
今
年
度
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
窓
口
を
開
設

町
長

真
壁

町
長

２
月
１
日
に
議
会
は
複
合
施

設
建
設
調
査
特
別
委
員
会
を

開
催
し
内
容
は
、
前
日
の
第
４
回
検

討
委
員
会
の
結
果
を
行
政
側
か
ら
の

説
明
を
受
け
、
議
員
か
ら
質
問
、
意

見
が
出
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
素
案

に
つ
い
て
問
う
。

○
検
討
委
員
会
で
整
備
の
素
案
の
基

本
計
画
が
承
認
の
よ
う
だ
が
、
計
画

の
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

○
図
書
館
の
新
設
移
転
の
計
画
だ
が
、

そ
の
根
拠
と
必
要
性
の
説
明
を
問
う
。

○
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
相
当
な
面
積
を

考
え
て
い
る
が
、
必
要
性
の
根
拠
は

な
に
か
、
周
辺
の
プ
ラ
ザ
西
伯
、
し

あ
わ
せ
等
の
機
能
と
併
せ
た
活
用
で

出
来
る
と
思
う
が
。

○
建
設
費
用
及
び
財
政
計
画
が
示
さ

れ
な
い
こ
と
は
、
無
責
任
で
あ
り
、

異
常
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
財
政

計
画
を
検
討
し
な
い
の
は
、
問
題
と

思
い
問
う
。

○
周
辺
の
土
地
を
買
収
し
、
整
備
費
を

考
え
る
と
、
10
億
円
を
超
え
る
事
業
費
と

思
う
、
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
。

○
今
現
在
で
計
画
は
決
定
し

た
の
で
な
く
、
町
民
の
声
を

聞
き
決
定
を
す
る
。

○
平
成
24
年
度
か
ら
社
会
教
育
拠
点

整
備
基
本
計
画
構
想
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

○
子
育
て
世
代
の
親
子
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
青
少
年
の
活
動
拠
点
、
老
若
男

女
が
集
う
機
能
を
持
つ
こ
と
の
必
要

か
ら
で
あ
る
。

○
検
討
委
員
会
を
通
じ
、
複
合
施
設

の
中
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
入
れ
る

か
を
中
心
に
議
論
し
、
大
体
の
内
容

は
固
ま
っ
た
と
思
う
。
財
源
は
合
併

特
例
債
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
具
体
的
な
設
計
段
階
で
、

概
算
の
予
算
額
の
提
示
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

○
面
積
規
模
、
建
物
構
造
、
周
辺
土

地
の
買
収
に
つ
い
て
一
定
の
事
業
費

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

○
現
在
の
さ
い
は
く
分
館
よ
り
大
き
い

と
見
込
む
が
、
効
率
的
な
諸
室
配
置
が

出
来
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

亀
尾

町
長

複
合
施
設
整
備
計
画

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
検
討
委
員
会
結
果
素
案
の
変
更
を
問
う

Ａ
町
民
の
方
の
意
見
を
聞
き
決
定
し
た
い

町
長
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一般質問

議
会
改
革
と
い
う
言
葉
が
表

す
意
味
は
、
議
会
の
仕
組
み

や
活
動
を
住
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
地
域
課
題
解
決
の

た
め
の
政
策
立
案
過
程
に
、
よ
り
住

民
の
皆
様
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

な
議
会
と
し
て
の
取
り
組
み
と
あ
る
。

　
議
員
は
一
般
質
問
や
委
員
会
審
査

を
通
じ
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し

た
り
、
本
会
議
に
お
い
て
執
行
部
か

ら
提
案
が
あ
っ
た
議
案
の
可
否
の
審

査
を
行
な
っ
て
い
る
。
　

　
し
か
し
今
日
、
よ
り
住
民
ニ
ー
ズ

に
則
し
た
町
政
と
す
る
た
め
の
機
能

と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ

と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
議
会
が
よ
り
こ
の
立
案
過
程
に
関

与
し
て
い
く
た
め
に
は
政
策
立
案
や

予
算
編
成
時
期
の
前
倒
し
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町
の
課
題
設
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
は
国
や
県
が
進
め
る
法
律

や
条
例
に
よ
る
大
き
な
政
策
の
流
れ

に
沿
う
も
の
と
、
南
部
町
独
自
の
政

策
課
題
の
設
定
が
あ
る
。
そ
の
独
自

の
政
策
に
も
、
町
長
の
政
策
公
約
に

基
づ
く
も
の
と
、
議
会
や
振
興
協
議

会
か
ら
の
要
望
実
現
の
た
め
に
各
課

が
提
案
し
て
い
く
も
の
、
更
に
は
、

議
員
の
議
案
提
案
権
を
行
使
す
る
と

い
う
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。

　
政
策
決
定
ま
で
の
過
程
の
中
で
は
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
住
民
意
見
を

直
接
伺
う
手
法
も
取
り
入
れ
て
お
り
、

ま
た
地
域
振
興
協
議
会
と
の
意
見
交
換

を
よ
り
進
め
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
地

域
円
卓
会
議
も
は
じ
め
て
い
る
。

　
政
策
立
案
に
は
町
民
の
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
政
策
立
案
過
程
の
可
視
化

に
つ
い
て
は
、
政
策
立
案
や
予
算
編
成

時
期
の
前
倒
し
で
早
い
時
期
か
ら
の
町

民
ニ
ー
ズ
の
聴
取
や
議
会
と
の
調
整
も

必
要
か
も
し
れ
な
い
。
議
会
と
執
行
部

は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
政
策
立
案
可
能
な

主
体
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
住
民
の
声
に
基

づ
き
結
果
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

政
策
立
案
・
決
定
過
程
の
可
視
化
景
山
　浩 

議
員

Ｑ
政
策
立
案
や
予
算
編
成
時
期
の
前
倒
し
を

Ａ
議
会
と
執
行
部
は
別
個
の
政
策
立
案
主
体

町
長

景
山

町
長 通

学
路
の
交
通
安
全

加
藤
　学 

議
員

Ｑ
二
つ
の
場
所
に
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
つ
け
る
必
要
は
な
い
か

Ａ
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

町
長

円
山
団
地
下
の
交
差
点
と
福

里
団
地
入
口
に
押
し
ボ
タ
ン

式
信
号
機
が
必
要
で
は
な
い
か
。

又
、
９
月
議
会
で
押
し
ボ
タ
ン
式
信

号
機
設
置
の
要
望
書
を
提
出
し
た
か

質
問
し
た
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
か
。

子
供
達
や
高
齢
者
が
道
路
を

安
全
に
横
断
す
る
た
め
に
は

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
含
め
横
断

歩
道
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
９
月
議
会
で
答
弁
し
た
が
、
信
号

機
の
設
置
は
た
や
す
く
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
警
察
関
係
者
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
信
号
機
の
設
置
は
限
ら
れ

た
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
る

そ
う
だ
。
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
交

通
事
故
の
発
生
が
多
い
こ
と
、
交
通

量
の
多
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
優
先
順

位
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
設
置
を
要

望
し
て
も
す
ぐ
に
設
置
に
至
ら
な
い

も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
が
正

直
な
気
持
ち
で
あ
る
。

　
９
月
議
会
以
降
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
通
学
路
に
限
ら
ず
、
交
通

安
全
対
策
に
係
る
要
望
に
つ
い
て
は

集
落
か
ら
行
政
要
望
と
い
う
形
で
地

域
振
興
協
議
会
を
通
じ
て
上
げ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
要
望
を
企
画
政
策
課

か
ら
公
安
委
員
会
へ
上
げ
て
い
る
。

一
方
、
教
育
委
員
会
で
は
通
学
路
に

係
る
案
件
と
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

出
さ
れ
た
通
学
路
の
安
全
対
策
が
必

要
な
個
所
を
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
対
象
箇
所
と
し
て
、
合
同

点
検
を
通
じ
、
県
や
警
察
に
早
期
の

対
策
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
年
度

も
ご
指
摘
の
信
号
機
設
置
を
含
め
25

カ
所
の
現
地
確
認
、
合
同
点
検
を
実

施
し
、
様
々
な
角
度
か
ら
協
議
が
な

さ
れ
、
対
応
方
針
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
今
年
度
対
応
と
し
て
は

当
該
箇
所
で
の
信
号
機
の
設
置
は
困

難
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
と

伺
っ
て
い
る
。

加
藤

町
長

町
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

施
策
を
問
う
。
平
成
27
年
度

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度

は
、
「
こ
れ
ま
で
十
分
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段

階
の
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
経
済
的

課
題
に
関
す
る
包
括
的
な
相
談
支
援

や
就
労
に
関
す
る
支
援
な
ど
を
行
う

こ
と
に
よ
り
生
活
困
窮
者
の
自
立
の

促
進
を
図
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。

　
町
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口

に
行
っ
て
い
る
が
生
活
困
窮
者
対
策

は
町
行
政
の
根
幹
を
な
す
も
の
だ
。

現
状
の
把
握
と
、
町
行
政
が
責
任
あ

る
支
援
体
制
を
と
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
問
う
。

町
で
は
制
度
開
始
か
ら
社
協

に
事
業
を
委
託
し
て
お
り
、

自
立
支
援
事
業
、
家
計
相
談
支
援
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
実
績
は
３

年
で
87
件
、
生
活
保
護
６
件
、
就
労

支
援
36
件
、
家
計
相
談
10
件
、
障
が

い
者
年
金
・
手
帳
取
得
18
件
、
食
糧

支
援
援
８
件
、
継
続
支
援
が
36
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
方
は
地

域
か
ら
の
孤
立
、
家
族
や
健
康
上
の

こ
と
な
ど
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
課
題

と
し
て
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
新
年
度
か
ら
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
内
に
福
祉
に
関
す
る
総
合
窓
口

の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。
子
育

て
、
介
護
、
ひ
き
こ
も
り
等
、
こ
れ

ま
で
各
担
当
課
で
相
談
を
受
け
連
携

し
て
い
た
が
、
複
合
化
す
る
問
題
や

悩
み
を
抱
え
る
相
談
が
増
え
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
相
談
体
制
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
一
つ
の
窓
口
で
総

合
的
に
話
を
伺
い
、
各
課
と
社
協
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
相
談
窓
口
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
西
伯
病
院
や
他
の
専
門
機

関
と
も
連
携
し
、
相
談
者
の
抱
え
る

課
題
を
明
確
に
し
な
が
ら
解
決
の
方

向
を
見
定
め
支
援
し
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
問
題

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み
を
問
う

Ａ
今
年
度
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
窓
口
を
開
設

町
長

真
壁

町
長

２
月
１
日
に
議
会
は
複
合
施

設
建
設
調
査
特
別
委
員
会
を

開
催
し
内
容
は
、
前
日
の
第
４
回
検

討
委
員
会
の
結
果
を
行
政
側
か
ら
の

説
明
を
受
け
、
議
員
か
ら
質
問
、
意

見
が
出
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
素
案

に
つ
い
て
問
う
。

○
検
討
委
員
会
で
整
備
の
素
案
の
基

本
計
画
が
承
認
の
よ
う
だ
が
、
計
画

の
変
更
す
る
考
え
は
な
い
か
。

○
図
書
館
の
新
設
移
転
の
計
画
だ
が
、

そ
の
根
拠
と
必
要
性
の
説
明
を
問
う
。

○
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
相
当
な
面
積
を

考
え
て
い
る
が
、
必
要
性
の
根
拠
は

な
に
か
、
周
辺
の
プ
ラ
ザ
西
伯
、
し

あ
わ
せ
等
の
機
能
と
併
せ
た
活
用
で

出
来
る
と
思
う
が
。

○
建
設
費
用
及
び
財
政
計
画
が
示
さ

れ
な
い
こ
と
は
、
無
責
任
で
あ
り
、

異
常
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
財
政

計
画
を
検
討
し
な
い
の
は
、
問
題
と

思
い
問
う
。

○
周
辺
の
土
地
を
買
収
し
、
整
備
費
を

考
え
る
と
、
10
億
円
を
超
え
る
事
業
費
と

思
う
、
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
。

○
今
現
在
で
計
画
は
決
定
し

た
の
で
な
く
、
町
民
の
声
を

聞
き
決
定
を
す
る
。

○
平
成
24
年
度
か
ら
社
会
教
育
拠
点

整
備
基
本
計
画
構
想
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

○
子
育
て
世
代
の
親
子
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
青
少
年
の
活
動
拠
点
、
老
若
男

女
が
集
う
機
能
を
持
つ
こ
と
の
必
要

か
ら
で
あ
る
。

○
検
討
委
員
会
を
通
じ
、
複
合
施
設

の
中
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
入
れ
る

か
を
中
心
に
議
論
し
、
大
体
の
内
容

は
固
ま
っ
た
と
思
う
。
財
源
は
合
併

特
例
債
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
具
体
的
な
設
計
段
階
で
、

概
算
の
予
算
額
の
提
示
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

○
面
積
規
模
、
建
物
構
造
、
周
辺
土

地
の
買
収
に
つ
い
て
一
定
の
事
業
費

は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

○
現
在
の
さ
い
は
く
分
館
よ
り
大
き
い

と
見
込
む
が
、
効
率
的
な
諸
室
配
置
が

出
来
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

亀
尾

町
長

複
合
施
設
整
備
計
画

亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
検
討
委
員
会
結
果
素
案
の
変
更
を
問
う

Ａ
町
民
の
方
の
意
見
を
聞
き
決
定
し
た
い

町
長



南
部
町
は
福
祉
の
町
と
い
う

こ
と
で
全
国
に
名
を
は
せ
て

い
る
。
そ
の
根
本
が
「
あ
い
の
わ
銀

行
」
で
あ
る
が
、
町
長
の
所
信
表

明
、
提
案
説
明
の
中
に
も
出
て
き
て

い
な
い
。

　福
祉
の
町
南
部
町
の
基
本
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。
「
あ
い
の
わ
銀
行
」

の
町
の
施
策
の
立
ち
位
置
と
今
後
ど

の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
の
か
伺
い
た

い
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
課
題
で
、
中
で
も
身
近

な
と
こ
ろ
で
生
活
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
。

「
あ
い
の
わ
銀
行
」
が
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
の
位
置

づ
け
て
い
る
。
今
後
は
制
度
を
必
要

に
応
じ
て
、
利
用
し
や
す
い
仕
組
み

に
検
討
し
て
い
く
。
高
齢
化
率
の
上

昇
に
伴
い
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す
る

中
、
日
常
生
活
を
支
え
る
助
け
合
い

の
仕
組
み
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要

で
あ
り
、
「
あ
い
の
わ
銀
行
」
を
継

続
さ
せ
、
時
代
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
を
確
立
し
、
発
展
さ
せ

た
い
。

あ
い
の
わ
銀
行

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
立
ち
位
置
と
今
後
の
展
望

Ａ
今
後
は
利
用
し
や
す
い
制
度
に
し
た
い

町
長

細
田

町
長

一般質問・議会活動日誌

３月

１
２
５
６
７
８
９
12
13
14
15
16
19
20
28
29

木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木

日 曜日 会議･行事

１月

５
９
12
19
22
24
25

29

30

金
火
金
金
月
水
木

月

火

日 曜日 会議･行事
町政に対する要望会､平成30年新年互礼会
南部町商工会新年互礼会､農業委員会新年会
広報委員会
広報委員会
西部広域組合議会臨時会
広報委員会打合せ
西部町村議会議長会総会
自民党県政要望会西部総合､総務､民生常任委員会､
議会改革特別委員会
鳥取県町村議長会役員会

定例議会 議会運営委員会･全員協議会･本会議
定例議会 本会議
定例議会 一般質問
定例議会 一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会､企業懇談会
常任委員会
常任委員会
議会運営委員会､全員協議会
定例議会 本会議
広報委員会
西部町村議長会連絡会議

２月

１

２
６
９
15
16

21

22
23
28

木

金
火
金
木
金

水

木
金
水

日 曜日 会議･行事
臨時議会 全員協議会･本会議､町政に対する
要望回答会､複合施設特別委員会
後期高齢広域連合定例議会
南部箕蚊屋広域連合議会運営委員会
議会運営委員会
西部広域組合議会（ごみ処理）
県町村議会議長会総会･表彰式
臨時議会 全員協議会･本会議､２か町清掃施定例会
全員協議会･本会議
全員協議会･西部広域組合議会
南部箕蚊屋定例議会､全員協議会･本会議
複合施設建設調査特別委員会

２月

１

２
６
９
15
16

21

22
23
28

木

金
火
金
木
金

水

木
金
水

日 曜日 会議･行事

臨時議会 全員協議会･本会議､町政に対する
要望回答会､複合施設特別委員会
後期高齢広域連合定例議会
南部箕蚊屋広域連合議会運営委員会
議会運営委員会
西部広域組合議会（ごみ処理）
県町村議会議長会総会･表彰式
臨時議会 全員協議会･本会議､２か町清掃施
設管理組合定例会全員協議会･本会議
全員協議会･西部広域組合議会
南部箕蚊屋定例議会､全員協議会･本会議
複合施設建設調査特別委員会

議会活動日誌

なんぶ議会だより　第 54号13

あいのわ支えあい講座

なんぶ議会だより　第 54号 12

一般質問

造
林
地
整
備

滝
山
克
己 

議
員

Ｑ
森
林
経
営
計
画
を
推
進
し
造
林
地
の
整
備
を

Ａ
経
営
計
画
の
周
知
を
図
り
進
捗
を
後
押
し
し
た
い

町
長

我
が
町
の
７
割
以
上
を
占
め

る
山
、
ど
こ
を
見
て
も
山
、

山
林
で
あ
る
。
中
で
も
杉
、
ヒ
ノ
キ
の

造
林
地
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
手
入
れ
が
行
き
届
い

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
森
林
組
合
で

は
森
林
経
営
計
画
の
作
成
並
び
に
樹
立

に
向
け
て
鋭
意
作
業
を
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
ま
だ
ま
だ
集
落
説
明
会
が
10
集

落
程
度
と
進
ん
で
い
な
い
。

　
町
も
一
体
と
な
り
集
落
説
明
を
推
進

さ
れ
、
森
林
経
営
計
画
の
詳
細
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
計
画
そ
の
も
の

が
分
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
集
落
が
無

い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
造
林
地
が
飛
び
地
で
あ
る
な
ど
の

条
件
不
利
地
に
対
す
る
町
独
自
の
補
助

制
度
の
創
設
は
ど
う
か
。
近
隣
自
治
体

で
は
既
に
実
施
し
て
い
る
よ
う
だ
が
本

町
で
は
い
か
が
か
。

森
林
経
営
計
画
の
推
進
が
進
ま

な
い
理
由
と
し
て
、
地
権
者
及

び
地
形
の
不
一
致
や
相
続
人
が
不
明
な

ど
の
理
由
か
ら
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

状
況
だ
が
、
森
林
台
帳
並
び
に
森
林
位

置
情
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
平
成
31

年
度
当
初
か
ら
公
開
す
べ
く
平
成
30
年

度
か
ら
準
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
森
林
施
業
を

行
う
林
業
事
業
者
に
情
報
提
供
を
行

い
、
事
業
者
の
計
画
作
り
が
促
進
さ

れ
、
施
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
も
経

営
計
画
や
施
業
に
係
る
事
業
制
度
に
つ

い
て
の
情
報
が
十
分
に
届
い
て
い
な
い

こ
と
や
、
所
有
す
る
森
林
か
ら
収
益
が

出
る
の
か
分
ら
な
い
こ
と
も
事
業
進
捗

の
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

森
林
法
の
改
正
や
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
の
他
、
林
業
に
係
る
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
様
々
な
方
法
で
周
知
を
図

る
こ
と
に
よ
り
経
営
計
画
の
進
捗
を
後

押
し
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
次
に
、

条
件
不
利
地
の
上
乗
せ
補
助
の
件
は
、

今
後
示
さ
れ
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

を
参
考
に
地
域
の
森
林
整
備
や
林
業
の

振
興
に
資
す
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

滝
山

町
長

環
境
省
で
、
日
本
の
原
風
景

の
一
つ
と
言
わ
れ
る
里
地
里

山
と
し
て
、
「
生
物
多
様
性
と
里
地

里
山
の
環
境
や
景
観
」
が
指
定
さ
れ

た
が
、
農
業
だ
け
で
な
く
林
業
に
対

し
て
も
っ
と
行
政
と
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。

①
環
境
省
が
指
定
し
た
こ
の
「
生
物

　
多
様
性
と
里
地
里
山
」
の
地
域
指

　
定
に
際
し
、
国
の
財
政
支
援
策
は

　
あ
る
の
か
。

②
町
の
保
有
す
る
面
積
の
75
％
を
有

　
す
る
森
林
に
つ
い
て
荒
廃
防
止
に

　
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う

　
と
し
て
い
る
の
か
。

③
山
の
下
刈
り
作
業
に
伴
う
財
政
支

　
援
策
は
あ
る
の
か
。

④
竹
林
整
備
作
業
に
伴
う
財
政
支
援

　
策
は
。①

地
域
指
定
を
受
け
る
こ
と

に
よ
る
財
政
支
援
は
な
い
。

②
森
林
台
帳
並
び
に
森
林
位
置
情
報

　
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
平
成
31
年
度

　
当
初
か
ら
公
開
す
る
。
ま
た
、
森

　
林
環
境
税
の
前
倒
し
財
源
を
利
用

　
し
て
間
伐
材
の
利
用
促
進
を
検
討

　
す
る
。

③
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
林
地
に

　
つ
い
て
国
庫
補
助
制
度
が
あ
る
。

④
県
の
森
林
環
境
保
全
税
を
活
用
し

　
た
竹
林
整
備
事
業
を
27
年
度
よ
り

　
実
施
し
て
い
て
、
９
集
落
、

　
１
４.

４
１
ha
で
事
業
を
行
っ
て
い

　
る
。

　

仲
田

町
長 林

業
政
策

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
森
林
の
荒
廃
防
止
策
は

Ａ
森
林
環
境
税
の
前
倒
し
財
源
を
利
用
し
検
討
す
る

町
長



直撃インタビュー

JOCA
青年海外協力協会

　本年度より、とっとり花回廊にある物産販売施設「野の花」、JA
西伯支所の敷地内にある、農産物加工施設「めぐみの里」の指定管
理者となり、また、旧法勝寺高校跡地で温泉を基にした福祉施設を
事業化される青年海外協力協会（JOCA）をご紹介します。

JOCAとはどんな組織ですか
青年海外協力隊の帰国隊員を中心とした組織です。約80ケ国の発展途上国で培った国際感覚、約120
職種を超える多種多様な能力と実績をもつ「人材の宝庫」です。
私たちは協力隊活動で培った経験を地域社会に還元するため、自治体等と連携しながら地域の課題に
取り組んでいくことを目的としています。

南部町のイメージは
豊かな自然に包まれ、朝起きると人々の声、鳥の声がきこえてくる暮らしやすい町だと感じました。

指定管理される「めぐみの里」での事業展開は
これまでも地域の方々の手で、南部町の伝統食である美味しい豆腐や味噌がつくられてきました。
その魅力ある豆腐や味噌づくりを守っていきたいと思います。可能であればPRし販路を開拓する事
ができればと思います。また、地元農産物を使ったドライフルーツづくりにも挑んでいきます。

指定管理される「野の花」での事業展開は
ここには地域の様々な特産品が集まります。私たちのネットワークを活用し販路を広げていきたいと
思います。また、町内の皆様にも気軽に立ち寄っていただける中華食堂をオープンさせました。ぜひ
いらしてください。

法勝寺高校跡地を活用した福祉施設とは
予定しています施設は、障がいのある方も共に働ける場として、また、子どもからお年寄りの方まで
皆様が集い楽しんでいただける場として、そんなコンセプトでつくりたいです。
私たちが経験した青年海外協力活動は、どんな事業も地域の方々と共に考えアイディアを出し合いな
がら行ってきました。そうでなければどんな事業も地域に根差しません。温泉を集いの場としながら
カフェ・レストラン、放課後等デイサービスなど地域の方々とコラボしながら、人と人とが支え合う
まちづくりに貢献したいと考えています。

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A
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専務理事  編田 照茂

直撃イ
ンタビ

ュー

　私は、平成2年から2年間ネパールの首都カトマンズにて、道路や公園、
居住区や商業区を整理するまちづくり整理事業に携わりました。
　趣味は硬式テニス、ゴルフ（スコア100程度）、北海道で暮らす二人の
かわいい孫のことが頭から離れません。

なんぶ議会だより　第 54号 14

南部町議会主催

住民の声をきく会
　今年もみなさんの声をお聞かせいただきたいと、下記の日程で開催をいた
します。
日頃、想っていることや、考えていること、町政や議会への要望、ご意見な
ど、この機会にお聞かせいただければありがたく思います。
　ぜひお出かけくださいますようご案内いたします。

６月30日（土）午後７時より
　まんてんホール（天萬）
７月１日（日）午後７時より
　プラザ西伯（法勝寺）

各会場には全議員が出席する予定です。

■南部町議会　発行
　　　　　平成30年５月
■連絡先　南部町議会事務局
　　　　　　66-4804

おでかけください
に



天津地域振興協議会

　全
国
的
に
議
会
議
員
の
な

り
手
不
足
が
問
題
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
人

口
減
少
と
高
齢
化
に
苦
し
む

過
疎
地
で
は
議
員
の
後
継
者

が
お
ら
ず
、
な
り
手
不
足
が

深
刻
し
て
い
る
の
で
す
。
地

方
自
治
へ
の
関
心
の
低
さ
や

不
信
感
・
議
員
報
酬
が
低
額

で
あ
る
こ
と
・
兼
業
が
し
に

く
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　当
議
会
も
、
な
り
手
不
足

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
や

創
意
工
夫
を
今
後
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

感
ず
る
昨
今
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
仲
田
）

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長

　
　仲
田

　司
朗

　副
委
員
長

　
　荊
尾

　芳
之

　委

　員

　
　景
山

　
　浩

　
　
　
　
　
　三
鴨

　義
文

　
　
　
　
　
　白
川

　立
真

　
　
　
　
　
　長
束

　博
信

　
　
　
　
　
　滝
山

　克
己

　
　
　
　
　
　加
藤

　
　学

あ
と
が
き

　
平
成
21
年
度
に
10
年
後
を
目
指

し
た
「
天
津
地
域
づ
く
り
計
画

書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
当
地
区

に
は
、
古
く
か
ら
伝
統
行
事
が
残

り
遺
跡
も
多
く
、
古
事
記
に
記
載

の
民
話
も
残
さ
れ
て
お
り
後
世
に

伝
え
る
べ
く
貴
重
な
文
化
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
天
津
地
区

の
中
央
部
を
見
下
ろ
す
標
高
２
７

２
メ
ー
ト
ル
の
母
塚
山
の
有
効
活

用
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
取
り
組

み
と
し
ま
し
た
。
国
生
み
の
女
神

イ
ザ
ナ
ミ
の
墓
が
あ
っ
た
と
さ

れ
、
山
頂
付
近
の
駐
車
場
か
ら
は

正
面
に
国
立
公
園
大
山
を
仰
ぎ
、

神
話
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
訪
れ
る
人
に
感
動
を
与
え
る

場
所
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
地
域

づ
く
り
部
で
は
東
屋
へ
階
段
設
置

や
付
近
ゴ
ミ
拾
い
や
清
掃
等
の
環

境
美
化
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
に
は
高
さ
11

メ
ー
ト
ル
の
観
音
像
が
設
置
さ

れ
、
益
々
多
く
の
方
が
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
又
２
月
と
９

月
に
は
大
山
頂
上
か
ら
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
大
山
を
撮
ろ
う
と
多
く
の

カ
メ
ラ
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
母
塚
山
を
も
っ
と
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
、
88
箇

所
巡
拝
札
所
め
ぐ
り
の
参
道
整
備

へ
の
協
力
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
天
津
地
域
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
種
　
紹
夫

「母塚山の有効活用」
はつかさん


